病棟における認定看護師を活用した教育制度の導入 by 増田 江美 et al.




























































































































― 100 ― ― 101 ―
Vol.35　No.1　2015 静岡赤十字病院研究報
動を開始し始める段階にある．当病棟での摂食機
能訓練を行っている患者は着実に増えており，経
口摂取が可能であると思われる患者に対し評価の
対象として看護師サイドで問題点を抽出し積極的
に介入できている．その結果早期から経口摂取を
開始できる患者も増えてきていると考える．認定
コーチは自分の担当した患者の経過を追っていく
ことが自らの評価にもつながっている．また，経
験を積んでいくことで訓練の成果や経口摂取に移
行していく患者をみる喜びがあり，周囲の看護師
からも認知され，看護を行う上での自信にもつな
がっている．
　さらに，病棟の患者に対し，自らの学んだ知識
を持って関わることで「摂食・嚥下障害看護」を
得意分野として病棟の看護の質の向上にも貢献し
ていると思われる．今後は患者及びその家族への
指導，スタッフ教育にも関わっていく予定であ
る．
Ⅵ．おわりに
　脳神経病棟としての看護の底上げを目的として
の教育制度として認定コーチ制度を導入し，今回
は摂食・嚥下障害看護コースの導入について報告
した．認定看護師がスタッフに直接知識を伝える
場として，病棟スタッフが専門性のあるケアを学
ぶ場として有益であったと考える．病棟の専門性
をふまえた得意分野を持った看護師が増えること
で病棟の看護の質の向上につながっていると考え
る．
